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はじめに

　こんにちは。ただいまご紹介にあずかりました、京都女子大学で教員を
しております嘉本と申します。本日はよろしくお願いします。
　国際結婚という言葉を英語で何と言うか、みなさん、ご存じですか？文
字通りいいますと、インターナショナルマリッジですよね。ところが、私
が学部時代にイギリス人の男性にそう言ったら、「いやあ、言いたいこと
は分かるけれども、ちょっとネイティブ的には変な感じがするんだよね」
とおっしゃったのです。いま、ワールドカップの真っ最中ですが、ヤンソ
ン由実子さんが国際結婚の本の中で、インターナショナルマリッジにして
しまうと各国代表の夫婦が国旗を持って集まって来るようなイメージがあ
ると書いています。学術用語としてこれを使う研究者もいますが、やはり
ネイティブは、このような表現をしません。
　そもそも「国際結婚って、西洋から来た概念じゃないの？何でそんな言
葉が日本にあるの？」という疑問が、私の素朴な研究の出発点でした。ど
ちらの組み合わせが多いでしょうか。ちょっと聞いてみたいと思います。
日本人男性の国際結婚の方が多いと思う人、手を挙げてください。ちょっ
とはあります。では、日本人女性と外国人男性の方が多いと思う人、手を
挙げてください。若干こちらの方が少ないです。
　国際結婚、これを通して私は社会を見ているのですが、ちょっと勘違い
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する学生もいるのです。この国際結婚論という名前を付けると、どうやっ
たら、かっこいい、グッド・ルッキングなガイジンを見つけられるかとい
うような講義をしてくれるのかと早合点する。そんなわけはないですよね、
大学の授業でね。『国際結婚論』という本の題名の最後には「！？」を付
けています。それは、国際結婚を通して日本社会を、あるいはグローバル
な社会を見ていくことが私の社会学者としての主眼であって、国際結婚の
中身が私の主眼ではないということです。
　では、本日のメニューです。私は歴史社会学で学位を取りましたので、
国際結婚の歴史について述べてみたいと思います。メイン・ディッシュと
しましては、現代の国際結婚を第１の人口転換、ハイパガミーというキー
ワードで切っていきたいと思います。
　そして、デザートとしましては、アジアの中の日本ということで、韓国、
日本、台湾について最後にコメントして終わりたいと思います。そのとき
のキーワードとして、第２の人口転換とグローバル・ハイパガミーという
かたちで進めたいと思います。

１　国際結婚の歴史

１．１　国際結婚の始まり
　最初に国際結婚の歴史ですが、「国際結婚は江戸時代にあったのか」と
いうところから私の疑問が始まります。と申しますのも、歴史をたどって
いきますと、家康に寵愛された三浦按針とのちに名前を変えた、イギリス
のウィリアム・アダムスという人が漂着するんですね。アダムスには本国
のイギリスに妻や子どもがいて、帰る機会もあったのですが、結局日本に
いた。家康は非常に寵愛して、ウィリアム・アダムスから幾何学や航海術
を学んだと言われています。
　つまり、鎖国が本格化する以前は、無干渉主義と私は位置付けています
が、国際結婚のような関係性に対して禁止する法律もなければ、積極的に
勧める法律もなかったのです。ところが、鎖国が始まると日本人は海外へ
の渡航を禁止されます。外国人も、オランダ人は出島、中国人は唐人屋敷
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に幽閉されます。
　そこへ差し出されたのが遊女でした。たまたま、丸山遊郭を中心とする
遊女が、幕府のお墨付きである鑑札と当時呼ばれたものを持って出入りす
るようになります。これは現在の興行ビザといって、日本政府が正式に労
働ビザを発行している部分と非常に似ていると私は思います。遊女とそこ
で交わることのできた外国人がどれだけ真剣に愛し合って、夫婦関係だと
お互いに認識しようとも、妻、子どものために、夫の国に帰ることができ
なかったという状態ですので、このときには国際結婚などはあり得なかっ
たということですね。
　では、いつごろから国際結婚が始まるのか。開国をします。開国すると、
各国の人々が出島、唐人屋敷だけではなく、外国人居留地と言われるとこ
ろに各国の旗を引っ下げた黒船に乗ってやって来ます。そこで、２度にわ
たってイギリス領事が幕府に「日本人と外国人が結婚する法律はあるのか」
と問い合わせます。１度目は幕末になされましたが、ご存じのように倒幕
されてしまいます。そこで、明治政府になったとき、もう１回問い合わせ
がありました。そのときは、「イギリス人男性と日本婦人が結婚した場合、
どうなるのか」と、かなり具体的に質問をしてきました。大英帝国だなと
思うのは、「その場合、日本人婦人が持っている動産・不動産等はどうな
るのだろう」という聞き方をしてきたわけです。さすがですね。目を付け
るところが違います。

１．２　ナポレオン法典と内外人民婚姻条規
　折しも、明治政府は文明国に自らを変えていかなければ植民地化される
アヘン戦争が起こったのを知っていたので、次は日本かもしれないという
危機感を抱いていました。そこで、自らを近代国民国家にするべく一所懸
命法律を勉強していたわけです。明治初期に最も参考にされていたのがナ
ポレオン法典でした。日本で初めて国際結婚に関する法律が、ナポレオン
法典にほぼ模してつくられました。これが、明治６年３月14日、太政官布
告第103号、通称、内外人民婚姻条規と呼ばれるものです。
　ナポレオン法典は、国際結婚のような関係性を規定した初めての近代法



30 31

嘉本　伊都子

としても知られています。ヨーロッパでも初めてだったわけですね。そこ
で、明治政府は「フランス人」とある箇所を「日本人」に入れ換えたよう
な法律をつくってしまいます。特に、ナポレオン法典と共通な部分は、夫
婦国籍同一主義にしたことです。つまり、日本人女性がフランス人男性に
嫁ぎますと、「フランス人タルノ分限ヲ得」ると書いてありました。特に、
婚姻と同時に女性の分限が夫の分限に変わると。逆に、外国人女性が日本
人の男性へ嫁ぎますと、「日本人タルノ分限ヲ得」る。
　「分限」って、聞き慣れない言葉ですね。まだその当時、国籍という言
葉は一般的ではありませんでした。分限の「分」というのは自分の「分」
ですね。「限」というのは限界の「限」。いま、公務員の分限免職や、年配
の人が「あの人は分限者だから」（お金もちだという意味）というところ
に若干残っていますが、一般的にはほぼ使われない言葉になっています。
当時は「分限」という社会的地位を意味した言葉で規定したのです。
　ところが、ナポレオン法典にはないユニークなものが追加されました。
それは、日本人女性の家に外国人養子を迎え入れることでした。この有名
な例が、私のふるさと松江の女性、小泉節と結婚したラフカディオ・ハー
ンです。このとき、小泉節の両親がもう亡くなっていましたので、婿養子
ではなくて、入る夫と書いて「入夫」というかたちで小泉家に入ります。
そして、小泉八雲と名乗りました。なんと外国人男性が婿養子になること
によって日本人になるという夫婦国籍同一主義を規定したのでした。
　明治５年に壬申戸籍ができたばかりだったのですが、まだ民法も憲法も
制定されていない折から、この明治６年に規定されてしまったというとこ
ろが、この国際結婚の法律の制定によって成立した「国際結婚」の面白い
部分なんですね。私の博士論文『国際結婚の誕生―〈文明国日本〉への道』
では、国籍法や民法が制定されるまでに、内外人民婚姻条規ができてしまっ
たことによって、悲喜こもごもな、本当に資料というのは小説より奇なり
でして、いろんなことが分かってくるんですが、その間のやりとりを分析
しました。
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１．３　インターレイシャル・インティマシー
　Interracial Intimacy in Japanは、ゲイリー・ループ（Gary P. Leupp）とい
うタフツ大学の日本史の先生が書いた本です。ここで、“interracial”つま
り「異人種間の」という英語が使われているということにご注意ください。
特に、この絵でも分かりますように、江戸時代では外国人男性とこうした
遊女との関係だったわけですね。それが非常によく分かる表紙になってい
ると思います。それから、“interracial relationship”という価値中立的な
言葉ではなくて、“intimacy”という、性的な関係を含むニュアンスがあ
る言葉が選ばれています。Western Men and Japanese Womenというサブタ
イトルで、1543年から1900年という長い期間がカバーされています。この
絵の下のキャプションには、‘A Dutchman with a Maruyama courtesan’
とあります。“courtesan”というのは「高級娼婦」ですが、オペラ『椿姫』
には“courtesan”が登場します。“whore”とか、娼婦に当たるもっと汚
い言葉はいくらでもありますが、やはり、敬意を持って高級だというイメー
ジの言葉が選ばれているということも注目されます。
　この絵の白い服を着た人は、ドイツからやってきたフォン・シーボルト
です。のちにシーボルト事件を起こして追放されてしまいますが、シーボ
ルトにはお滝さんと呼ばれる遊女が専属で付きました。ちなみに、遊女は
年季雇いなので、誰がどの遊女と契約しているのか分かるようになってい
ます。赤ちゃんが見えるのが分かりますか。青い着物の女性が、ちょっと
茶髪の赤毛の赤ちゃんを抱えている。あれがシーボルトとお滝さんの間に
生まれたおいねさんだと言われています。おいねさんは、お滝さんともど
も、シーボルトが海外へ追放されたときに一緒に行くことができませんで
した。
　江戸時代的な鎖国政策と共に、明治６年の太政官布告第103号の、ほん
の２カ月前という直前に、いわゆる私生児法というものが日本にできます。
私生児は、現代で言えば、婚外子に当たります。厳密に言うと婚外子だけ
ではないので、ややこしいのですが。これは、江戸時代的な慣行を踏まえ
たものだと私は理解をしています。なぜかと言うと、「私生児は母の方へ
付ける」となっているからです。なぜ母の方に付けるのか。江戸時代は遊



32 33

嘉本　伊都子

女が生んだ外国人男性の子を海外へ連れて帰ることができません。そのた
め母方できちんと教育しなさいという訓戒が出ています。
　幕末、開港して、それまではきちんと労働許可書を持った遊女から、ど
んどん私娼が増えていきます。港に来る外国人に対して、プライベートに
性を売る。そうした場合の子どもは、一体何国籍になるんだということで、
江戸時代にできた慣行を踏襲して母の方へ付けるようになったことが一つ
大きくあるからです。

１．４　近代日本産概念〈国際結婚〉
　国際結婚という概念は、意外にも近代日本産の概念だった。なぜかと言
うと、近代国民国家という、他国にもきちんと認められて国際関係を築け
る国家になるために、明治政府は一所懸命に国際法や西洋の法律を学んで、
西洋と互角に付き合えるだけのものを学び取っていったわけですが、その
中で生まれてきたものの一つが国際結婚の法律であり、国際結婚という現
象だったということです。
　ここで国際結婚の歴史社会学的条件を定義しておきたいと思います。国
内外において社会的に認められた正規の婚姻制度であること。婚姻前にお
いて、近代国民国家、日本の国籍を有するものと外国籍を保有する者との
婚姻であること。つまり、国籍というものが非常に大きな境界線として位
置付けられるものが国際結婚であると私は定義したいと思います。もちろ
ん、このほかにも定義のしようはいくらでもあります。ただ私は、近代国
民国家日本になる、日本人の国籍を持つ、ということの意味を含めて、こ
の国籍を重視したいと考えております。
　もう一つは、中央政府が婚姻をきちんと近代法に合わせて整理をしてい
く過程も、同時並行で起こったということです。ところが、この近代国民
国家の産物である国際結婚というものは、近代国民国家の産物でありなが
ら、近代国民国家をも脅かす存在になり得るというパラドックスを抱えた
現象として、面白い社会現象であると思っております。
　では、国際結婚と西洋のいわゆる国際結婚的なものは、いったい何が違
うのでしょう。最初、私は「日本人タルノ分限」という言葉をご紹介しま
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した。まだこの太政官布告第103号布告のときに国籍という言葉はあった
ことはあったのですが、この法律では使われなかった。戸籍という概念と
国籍という概念が癒着している概念として、この「日本人タルノ分限」と
いう言葉が使われていたところに着眼して、この時代の結婚のことを私は
分限主義時代の国際結婚と位置付けていますが、大きく言うと国籍の方が
大事です。でも、日本人の皆さんは、自分の国籍を確かめるためにどうし
たらいいか、パスポートをもらうときに何を使いますか。ナショナリティー
を証明するには戸籍が必要です。現代でも同じ構造です。

１．５　異人種間婚姻禁止法
　一方で、アメリカのような移民社会ではどうなっているかと言うと、ア
メリカにやってきた移民が、ずっとオリジナルな国籍を維持しつづけると
一人たりともアメリカ国民が生まれないような状態になってしまいます。
インディアンしか、その資格はない。移民として、おじいちゃん、おばあ
ちゃん、グランドグランド、グレートグレートおじいちゃん、おばあちゃ
んが、ヨーロッパやいろんなところから移民してきた。このような移民国
では血統を重視した国籍法を持つと不利になるので、生まれた場所の国籍
を持つという生地主義を採用しています。日本の場合は血統を重視するの
で、血統主義。アメリカのような移民国では、生まれた国の国籍を持つ生
地主義。そうすると、同じアメリカ国籍を持っていても、その中でいろん
な差別や問題が起こります。
　アメリカのカリフォルニア州で制定された異人種間婚姻禁止法がありま
す。1880年ですから、明治維新よりちょっと後ぐらいにできた法律です。
　なぜこの法律ができたか。もともとは、白人と黒人の間の婚姻を正式な
ものとしては認めないとする法律でした。特にアメリカ南部では非常に根
強く、この法律をアラバマ州がようやく改正したのは2000年です。つい最
近改正されたほど根深いものですし、オバマ大統領が有色人種でありなが
ら初めて大統領になったというのは非常に画期的だったわけですが、1880
年のこの法律には、白人と、黒人、ムラート（白人と黒人の混血）、モン
ゴリアンとの婚姻は正式なものとはみなさないとあるのです。
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　なぜかと言うと、アメリカ大陸横断鉄道やフォーティナイナー（1849年
の49の意味）と呼ばれるゴールドラッシュに沸いて、労働力を必要とした
ときに大勢の中国人が渡って来ました。そこで、この法律にモンゴリアン
が追加されたわけです。

１．６　「家」の箱と「船」の箱
　私は国籍に当たるような概念を「船」と呼んでいます。必ずしも国籍と
私が言い切らないのは、植民地のことを問題にしたいからです。今回は触
れませんが、領土拡大をした植民地のことを含めたいために、非常に大ざっ
ぱな「船」の箱を設定しています。
　そして、「家」の箱というのは、戸籍をイメージしていただければよろ
しいかと思います。これらがセットになっているわけですね。当時、帰化
法もなかったのですが、国際結婚して嫁か婿になると、「船」と「家」の
箱をぴょんと飛び越えて、家の中にステータスを得ると国籍も得てしまえ
という感覚があったわけです。
　一方、ヨーロッパ、あるいは移民国であるアメリカには、市民社会の箱
というものがあります。この市民社会の箱に入っているのは、異人種間婚
姻禁止法が制定されていた当時で言えば、「白人」でくくられる人たちです。
　「白人市民社会」の箱に、その当時、黒人が入ったかと言うと、リンカー
ンの奴隷解放がほぼ明治維新と同じですが、それまでは黒人たちは市民で
すら、人間ですらない。奴隷でした。売買の対象であるGoods、商品と見
なされていました。でも、国籍的にはアメリカの「船」の箱の中に入って
いるというかたちになるわけですね。
　これら二つの箱に代表されるあり方を、ネーションの二重構造と位置付
けますと、考察する社会によって、何を普通の婚姻とし、何を問題のある
婚姻とするかは異なってくることが見えてきました。その歴史的な条件を
踏まえて理解しないと、国際結婚に類似した現象は理解できないというこ
とです。
　では、戦後日本社会と国際結婚の方へ、いきなり明治・大正をワープし
て行きたいと思います。
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２　現代の国際結婚

２．１　高度成長・低成長期の国際結婚
　  　　―第１の人口転換とハイパガミー志向
〈第１の人口転換と国際結婚〉
　学生に「国際結婚はいつごろ増えたと思いますか？」と聞くと、「高度
経済成長期に日本がどんどん海外に進出して、そこで増えたのではないか」
と答えます。それで、「高度経済成長期っていつ？」と聞くと、「1980年代」
とか言うので、「それはバブルだ」と。しようがないですね、バブルのと
きに生まれていないので、高度経済成長もバブルも一緒だという歴史認識
なわけです。その認識をきちんと改めてもらうために一所懸命講義してい
るようなものです。「高度経済成長期・低成長期のときに国際結婚が増え
たのか」というと、さて、どうだったでしょう。このことを、ちょっと頭
に入れておいてください。
　もう一つのキーワードは、第１の人口転換です。この第１の人口転換は、
社会の産業が近代化すると、多産多死から少産少死へと移る時期のことを
いいます。それが日本において、いつごろ来たかということと、高度経済
成長期・低成長期は非常に深い関係があります。
　これは、出生数と合計特殊出生率（TFR）のグラフです（巻末 図5参照）。
少子化を問題とする新聞などに出てくるグラフですが、合計特殊出生率と
いうのは計算された数字で、だいたい女性が50歳までに平均どれぐらい子
どもを産むかという数字なのです。
　少子化がいつから始まったでしょうか。1947年から49年は、いわゆる団
塊の世代と言われる人たちが生まれた時期です。第一次ベビーブームです
ね。団塊の世代の人たちは、いま退職期に入っていますが、TFRが４と
いう数字は何を意味しているかと言うと、この世代の人たちは平均的に４
人兄弟姉妹だったということです。ところが、ここからどんと下がってい
きます。どうしてこんなに下がったでしょうか？
　TFRが４から２へと半減した大きな要因は人工中絶です。特に、お母
さんによる人工中絶だったんですね。当時の平均結婚年齢は低くて、いま
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の28歳という高い年齢ではなかったですから、30代が中心の既婚女性、つ
まりお母さん方が人工中絶によって子どもの数を減らしていったんだとい
うことが分かります。
　そして、しばらく合計特殊出生率も少し上回る程度で安定します。でも、
学生は1966年の、「何だ、こりゃ」という、極端に引っ込んだ箇所、60年
に１回しか起こらない現象に着眼します。「これは丙午（ひのえうま）だよ」
と言っても、全然、丙午が何だか分かりません。「先生、この年生まれだよ」
と言うと、目をまるくしながら絶対覚えてくれます。私はたまたま生まれ
てしまいましたが、「この年に生まれた女の子は夫に災いをもたらす」、「家
庭に災いをもたらす」と言われて、みんなが頑張って中絶したんですね。
その結果、TFRはこの年、1.58を記録します。
　その1966年を例外として、合計特殊出生率が２をすこし上回る数値で安
定している期間は、「もはや戦後ではない」と言われた1955年あたりから、
団塊のジュニアが産み終わる1973、1974年あたりで終わります。
　つまり、1973年にオイルショックが起こり、それで低成長期に入ります
が、高度経済成長期には安定して子どもが二人ぐらいいる家庭というのが
１番多かった、実現しやすかった時代だということを頭に置いてください。
このグラフがそうですが、ちょうど1955年ぐらいから1975年ぐらいまで、
かなり既婚女性の中絶というものが多かったということが分かります。

〈経済成長に連動する国際結婚〉
　もう一つ、この期間に大きな変化が起こりました。お見合い結婚から恋
愛結婚へ移行する時期だったのです。
　あらためて、国際結婚の統計をご紹介しましょう。国際結婚が多かった
のはいつかと言うと、高度経済成長期ではないということが、これからは
分かります（巻末 図１参照）。日本人女性が日本人男性よりも国際結婚し
ていた時期がちょうど高度経済成長期なんですね。でも、非常に微微たる
数です。
　なぜ、この高度経済成長期に、日本人女性の方が日本人男性の国際結婚
を上回っていたかと言うと、敗戦後、連合国軍にオキュペーションされて、
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占領下日本というかたちになり、そこにおいて国際結婚の戦後の第一歩と
して、戦争花嫁というかたちで海を渡った女性たちが数多くいました。こ
のことは、年配の方ならご記憶かもしれません。
　連合国軍の兵士を相手に性を売っていた人たちのことをパンパンとかオ
ンリーとか呼びました。必ずしも戦争花嫁は娼婦の方ではないのですが、
そういったレッテルを貼られながら戦争花嫁は海を渡って行きました。
　シンシア・エンローが『策略』という本の中で、アメリカ軍が全世界に
展開している限り、このタイプの結婚がなくならないということを言って
いますが、日本はまさに、その結婚のタイプをずっと戦後引きずっていた
ということがここから言えるかと思います。
　低成長期に入りましても、さほど大きく国際結婚は伸びていません。ど
こで伸びるか。明らかにバブル経済の始まった1985年ぐらいあたりから、
ぐぐっと上がります。しかも、これは日本人男性の国際結婚です。
　国際結婚のこの統計は、何か生き物のようです。バブルが崩壊するのは
1991年ですが、そうすると、ぴたっと潮が引くように止まる、停滞する。
この日本人男性の国際結婚件数があまり伸びなかった時期が、いわゆる失
われた10年と呼ばれる平成不況期です。
　ところが、タイのバーツの暴落によってアジア通貨危機が起こった1997
年あたりぐらいから、また日本人男性の国際結婚件数は上昇傾向を見せて
います。国際結婚を戦後の日本社会の推移とあわせてみますと、非常に重
なって見えます。日本人女性が国際結婚していた時期は高度経済成長期で、
低成長期まで国際結婚の件数全体としてもそれほど伸びていません。とこ
ろが、日本人男性の国際結婚はバブル期に急増し、平成不況で少し停滞し、
また金融危機以降上がっていくとまとめられるということです。

〈高度成長期に国際結婚が増えなかった理由〉
　では、なぜ高度経済成長期に国際結婚は増えなかったのでしょうか。こ
れは落合恵美子先生がおっしゃっているところの、「家族の戦後体制」と
いうものが安定していた時期だった。つまり、日本人同士で家族というも
のを形成しやすい時期だったので、わざわざ国際結婚する必要もなかった
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ということが言えるかと思います。
　この特徴は、「パパはサラリーマン、ママは専業主婦、子どもは二人」と、
学生に分かりやすいように説明します。学問的に言うと、この時期は人口
学的移行期でした。これが第１の人口転換です。多産多死から少産少死へ
向かった時期でした。それは、TFR（合計特殊出生率）のグラフでご覧
いただいたとおりです。その担い手が、1925年から1950年出生コーホート
です。コーホートとはジェネレーションに近い意味だと思ってください。
その集団ということです。
　落合先生は、TFRが２を切る1975年ごろにこの「家族の戦後体制」は
崩壊するとおっしゃっています。この２という数字は、２より少し上の2.07
とか2.08（人口置換水準）あれば人口がもう一度もとに再生産しますが、
それを下回ると、人口は減少局面に向かっていくというクルーシャルな数
字なのです（すでに日本は人口減少局面に入っています）。
　もう一つ別の視点から、梶田孝道先生が『外国人労働者と日本』という
本の中で、高度経済成長期を日本人はなぜ外国人労働者を必要とせず成し
遂げられたのか、外国人労働者が果たす機能を誰が担ったのかについて論
じています。
　一つは、戦後の大規模な国内の人の移動です。先ほど、団塊の世代は４
人兄弟だと言いました。落合先生もおっしゃっていますが、田舎の両親を
長男に任せて、あと３人は都会へ越境することができた。特に、農村の女
性も、家父長的な家に嫁ぐよりは都会へ出てサラリーマン的な家庭に嫁ぎ
たいという越境をかなえた時期でした。この国内民族大移動によってかな
うことができました。
　さらに、情報化・オフィスオートメーション化が進み、労働市場のフレ
キシビリティーが長時間労働、残業を可能にした。つまり、お母さんがお
父さんをリフレッシュする家事・育児を全部一手に担って、だからこそお
父さんは長時間労働することができました。
　OA 化によって単純労働を必要としないことが可能になり、それから、
民族の大移動によって農村人口がどんどん減っていくという、第一次産業
から第三次産業へという産業構造の転換を起こしました。労働市場のフレ
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キシビリティーは、日本人女性の労働力率を描いたグラフに見てとれます。
1975年の女性の労働力率を見ると、結婚してすぐに下がり、出産・育児が
ひと段落するとパートに出るので、労働力率はまた上がっていくというM
字型の変化を示します。欧米ではマクドナルドの店員というと、移民の人
が多かったりしますが、日本では主婦がパート労働をする、あるいは学生
がバイトをするというかたちで単純労働を賄うことができました。
　最近、コンビニでバイトをしている方だとか、スーパーでレジを打って
いる方に、日本人ではない名前を付けている方が増えてきたと思います。
ようやく日本はそこまで来たかなという感じですが、この高度経済成長期
は日本人同士で家族を形成できたということです。

２．２　ハイパガミーの国内充足の限界
〈ハイパガミーの箱と結婚難〉
　ハイパガミーを説明したいと思います。このハイパガミー・ボックスと
いうものを必ず私は示します。特に私は、京都女子大学という女子しかい
ない大学ですので、非常に教えやすいんですね。大体適齢期の男女を全部
この箱に入れるとします。「大学の進学率は何％ですか？」と聞きます。
大体50％ですよね。
　箱のうち、この半分のラインから上に、大学へ行った人を全部押し込め
てしまいましょう。そうすると、上の箱は、大学へ進学した人たちです。
　なぜ上の箱の中ほどに、もう１本横線が引っ張ってあるかと言うと、京
都女子大学の学生に、「大学もピンからキリまであるけど、あなたがたは、
どれくらいの程度かな」と聞くと、奥ゆかしく「まあ、ほどほど」。「偏
差値で言うと？」と聞くと、「50ぐらいかしら」と謙虚なことを言います。
大学へ進学した人の中の「ほどほど」と言いますと、この上位25％の線の
あたりに自分を位置付けるわけです。ここに赤い線を引いておきましょう。
　「では、あなたの望む結婚相手はどこにいる人たち？」と聞きます。そ
うすると、まあ皆さん、欲張りですね。この辺に斜線を引くんですね。要
するに、自分の達成した学歴よりはちょっと上め。上位25％の男性しか結
婚相手のターゲットにしないのです。
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　では、逆をシミュレーションしてみましょう。隣の箱の男性たちは、こ
ちらの箱の女性の、どこまでが結婚相手のターゲットでしょう。これは残
念ながら、私は京都大学で実験したことがございません。ぜひ呼んでいた
だければ実験したいと思います。
　非常勤をしていた龍谷大学でこの実験をして面白いなと思ったのは、自
分よりちょっと偏差値高めの女性でも良いというところに範囲を広げた男
子学生が多かったことです。でも男子学生はとても賢い女性は嫌なのだそ
うで、女性の上位25％は空欄のままで、大卒以上の女子の範囲に斜線をひ
きましたの。「あら、やっぱり奥さまは大卒じゃなきゃ駄目なのね」と言
うと、しばらく考えて「ううん」と首をふって、中・高卒女子の範囲、つ
まり最後まで斜線を引きなおしました。
　このハイパガミーという概念は、女性の出身階層、つまり、女性の父親
の階層と言った方が早いかもしれませんが、その所属している階層よりも
若干上昇した社会経済的地位の男性を婚姻相手として望む傾向性を言いま
す。つまり、女性を基準にした概念なのです。
　山田昌弘先生は、『結婚の社会学−未婚化・晩婚化はつづくのか』の第4
章「低成長期の結婚難－国際結婚という帰結」で、なぜ低成長期に日本人
同士の家族形成が困難になるか、つまり結婚難になるかを説明しています。
なぜ、低成長期にハイパガミーができなくなるのかと言うと、その前の社
会状況を考えたらいいわけです。高度経済成長期に結婚した女性は、敗戦
後の混乱した時期を経験していて、その経験した時期よりちょっと上に行
こうと思えば、社会全体が上向きなので結婚相手を非常に見つけやすかっ
た。ところが、高度経済成長期に成長した人は、それが当たり前だと思っ
てしまう。それなのに、低成長期にはいると賃金は鈍化していきます。す
ると、結婚難、特に男性の方の結婚難というものが進んでいくと山田先生
は説明しています。
　ただ、先ほどグラフでお見せしたように、低成長期というよりは、私は
３高（高学歴、高収入、高身長）が結婚の条件といわれたバブル期に、結
婚難というものが顕著になると思っておりますので、山田先生の解釈とは
ちょっと違います。国内で充足されていたハイパガミー志向が限界を迎え
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てしまった時点が、国際結婚だけでなく、若年層の未婚率の増加とか、あ
るいは生涯結婚しない人の増加につながっています。
　「国内で見つけられなかったらどうするんだ」ということで脱出するの
は日本人女性の方なんですね。私は慶應義塾大学を卒業しましたが、学生
に「このハイパガミーの箱の中で嘉本先生はどこにいるでしょう？」と聞
くと、彼女たちの位置付けによると若干真ん中よりは上になる。そうする
と、ハイパガミーのベクトルは女性を基点として矢印が下から上へと向き
ますので、結婚難が２カ所できることになります。つまり、あまりにも高
い地位を達成してしまった女性と、低い位置で甘んじなければならない、
いろんな事情を抱えた男性の２カ所で発生することになるわけです。
　「未婚率の増大のグラフ」を、平均希望結婚年齢が26.2歳である京都女
子大学の学生に見せると、「あっ、無理」と口を開けます。平均26.2歳なら、
25歳から29歳の間に結婚しなければいけないんですよね。ところが、未婚
率が54％、つまりこの25歳から29歳までで結婚できている確率は５割もな
いということになります。皆さん、頑張ってね。非正規雇用がすすむ若年
層では男性も女性もなかなか結婚できない深刻な状況で、ゆえに「婚活」
という言葉が流行るのです。

〈1985年〉
　国際結婚の立場から見ると、やはり1985年は大きなターニングポイント
だったと言えます。一つは、1979年に国連で採択された女性差別撤廃条約
を日本政府も批准することになり、国内の男女不平等を是正することが求
められたため、1985年に国際結婚にとっては非常に重要な法律が改正され
ます。国籍法及び戸籍法の一部改正に関する法律です。それまで、日本人
女性が外国人男性と結婚して日本で子どもを産んでも、自分の子どもに日
本国籍を譲ることはできませんでした。それは、父系血統優先主義を維持
していたからです。子どもは夫の国籍を譲るんだという法律が何と1985年
まで続きました。ここで初めて父母平等主義になるのです。子どもは22歳
までにどちらかの国籍を選択することになりました。
　さらに、日本人女性にとって1985年の大きなターニングポイントの一つ
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は、男女雇用機会均等法の制定でしょう（1986年に施行）。ここで日本に
おける男女平等は進みましたが、一方で国際結婚の視点から見ると、農村
に日本人のお嫁さんが来なくなりました。日本人女性が「舅」、「姑」がい
る家父長的な家に嫁ぎたいとは思わなくなり、「家」の存続の危機は「村」
の存続の危機であると認識されるようになりました。1985年に行政主導で
フィリピンから花嫁さんが迎えられました。当時「農村の花嫁」と呼ばれ
たこの実情をNHKが放映し、非常にセンセーショナルな話題になりまし
た。有名なのは1985年に山形県の朝日町で行われた国際結婚です。
　この朝日町方式は、たちまち各地に飛び火をしました。嫁不足に悩む自
治体が朝日町を訪問しました。こうして1980年代後半にフィリピンから、
次に韓国から花嫁は海を越えてきました。韓国は1988年のソウルオリン
ピック開催年に海外への渡航を自由化します。その流れに乗って韓国から
もお嫁さんが来ます。そして、次に中国というかたちで、家父長制の強い
農村地域の方が皮肉にも「国際化」が進みます。
　一方、ハイパガミー・ボックスの上の方にいた女性はどうするのか。必
ずしも上にいるから出て行くわけではないのですが、海外における日本人
の国際結婚では日本人女性の方がリードしています（巻末 図２参照）。国
内の国際結婚では日本人男性の方が件数は多いですね（巻末 図３参照）。
　このように、ジェンダーによって越境の仕方が違っていくというのが分
かります。日本人女性の国際結婚は、バブルの頃から外へ出る傾向が強かっ
たのですが、明らかにバブルが崩壊した頃から非常に伸び続け、海外へど
んどん流出しているのが分かります。

〈日本人男性の国際結婚〉
　一方、1985年に急増した国内の日本人男性は、どのような国籍の女性と
国際結婚したのでしょうか。1970年代ぐらいまでは、国際結婚といっても
半分以上を占めたのは、在日コリアンも含む「韓国・朝鮮」籍の人たちで
す。国際結婚の統計では、大韓民国のコリアンの方も、在日の方も、みん
な同じカテゴリーで表示されています。つまり、「韓国・朝鮮」という表
記は国籍ではなく、日本政府が付けた記号です。



44

第２回講演　国際結婚にみる越境とジェンダー

45

　それまで、国際結婚でも半分以上はこの「韓国・朝鮮」籍の人たちでし
た。1992年、「その他」のカテゴリーが膨張したため、統計が細分化します。
その結果わかったことは、フィリピン籍の女性が主流を占めていたことで
す。しかし、ひたひたと中国がトップの座を狙っていたことは確かです。
1997年のアジア通貨危機以降に国際結婚がまた増加する主な要因は、中国
籍の女性によって押し上げられたことです。
　2008年の割合で見ますと、「韓国・朝鮮」籍の人たちは、日本人の男性
の国際結婚に占める割合としても15.9％に落ちてしまっています。フィリ
ピンは25.4％になっています。フィリピン女性に代わって存在感を示して
いるのが中国籍の女性です。中国籍の人たちのプレゼンスが強まっていま
す。中国籍の人々の永住志向も顕著です。中国の人たちにとって、永住ビ
ザを得ることは中国やその他の国々に簡単に行き来できるメリットがあ
ります。ビジネスチャンスを広げようと思ったら、やはり日本の永住ビザ
を持っていた方がいい。日本に永住しようとしている中国籍の人が、特に
1990年代後半あたりから、すごい数で増えていっているのが分かります。
　留学生に関しては、日本のことが、ちょっとばれちゃいましたかね。
ちょっと鈍化しているのが分かります。
　もう一方で、研修生ですね。過労死した研修生に、過労死認定があった
という報道が先日ありましたが、ある種の労働搾取のパターンとして研修
が使われていることが分かります。これは、後でお話しします。

〈『人身売買報告書』の「威力」〉
　中国のまえにフィリピン人女性との国際結婚が多かった原因は、興行ビ
ザによる入国者が非常に多かったことです。いわゆるフィリピン・パブで
働く女性は、この興行ビザです。1994年から95年にかけてが

・

く
・

ん
・

と落ちて
いるのは、出入国管理局入国在留課長だった坂中英徳さんという人が、こ
こで取り締まりを強化したためです。でも、その人が仙台かどこかに左遷
されると、また上っていきます。分かりやすいですね。
　2004年から再びフィリピン人女性の興行ビザによる登録者数が減ってい
くわけですが、その原因となったのが、アメリカ国務省が発行している『人
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身売買報告書（Trafficking in Persons Report）』です。人身売買のことを
略してティップ（TIP）と言いますが、この報告書で興行ビザは人身売買
の温床だと何年も前から指摘され続けていて、その圧力に屈して、日本政
府は対策を立てるわけです。
　2007年の『人身売買報告書』には、ハングル語で書かれた看板の写真が
載っていて、「ベトナム人は逃げません 国際結婚専門家」と看板に書い
てあるというキャプションが付けられています。このキャプションには、
看板は「韓国人女性の結婚相手がみつからない独身男性に韓国の道端で訴
えている。このような広告は東アジアのより発展していない国からの少女
や女性を商品のように扱っているが、これは台湾でも日本でもマレーシア
でも見られる」と書かれています。韓国政府は、指摘されて、すぐさま問
題の看板を撤去させましたが。
　2004年の『人身売買報告書』では、日本は「第２階層リスト」に挙げら
れていて、要注意と見なされている感じです。性的搾取の対象に子どもも
入っていて、児童ポルノ大国でもある日本は、海外でも知れ渡っていて、
この辺も指摘されています。
　2005年の『人身売買報告書』では、日本の「興行ビザによる登録者数」
が減った理由として、「人身取引対策行動計画」（2004年12月から）を続け
て行っていることが挙げられていますが、その取り組みは緩やかだと皮肉
られています。日本政府は「人身売買」と言いません。日本政府の公式用
語では「人身取引」という優しい言葉を使っています。
　日本・韓国・台湾の中で、国際結婚においてフィリピン人女性配偶者が
多いのは、日本だけである理由も、この興行ビザにあります。

〈外国籍夫婦の増加〉
　日本における夫婦の国籍別割合で、今度は外国籍夫婦の増加というとこ
ろを視野に入れてお話しします。
　グラフ「日本における夫婦の国籍別にみた年次別婚姻件数の推移（日本
人どうしを除く）」（1980-2008）を見ると、もちろん日本人男性は高い値
を示しています（巻末 図３参照）。次に日本人女性。外国籍同士の夫婦と
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いうのはさほど伸びていません。そうすると、これらのカップルから生ま
れる子どもたちの数も、当然１番目に日本人男性と外国人女性の間から生
まれる子、２番目に日本人女性と外国人男性の間から生まれる子、そして
３番目に外国籍夫婦の子どもとなるはずですよね。
　グラフ「父母の国籍別出生数（日本人どうしを除く）」（1987-2008）を
見ると、日本人男性と外国人女性の間の出生数がもちろん１番ですが、上
で見た、夫婦の国籍別婚姻件数のグラフほどには伸びていないことが分か
ります（巻末 図４参照）。ところが驚くべきは、外国籍父母から生まれる
子どもがいま、非常に増えていることです。
　一昨日ですか、宝塚の方で非常に悲惨な事件が起こりましたね。いま、
人間関係も調査中だそうですが、ブラジル国籍を持っていて、連れ子再婚
のようなかたちで、その長女さんはブラジルで生まれました。いま、国際
結婚も、国際結婚同士の間で生まれる子どもももちろん増加中ですが、こ
のように連れ子で国際結婚、国際再婚、こういうかたちの婚姻のパターン
が増えています。
　やはり、ママが外国人という組み合わせが増加中です。もちろん、日本
人女性も海外に行けば外国人ママと位置付けられるわけですが、外国人で
ある人が母親になる傾向が増加して、その土地では外国人である女性から
生まれる子どもたちも増加しているということなんですね。
　連れ子再婚までいくと、いったいその子どもたちをどうやって位置付け
たらいいのかということが出てきますので、私はCCKという言葉を使う
ことと提唱しています。これは、クロス・カルチュラル・キッズ（Cross 
Cultural Kids）の略ですが、もちろん、移民で来た子どもたちもそうですし、
日本で知り合って、留学生同士で結婚して生まれた子どもたちもそうです
し、あるいは、再婚というかたちで連れて来られた子どもたちもそうです。
そういう子どもたちを総称して、さまざまなカルチュラルな背景を持った
子どもたちというかたちで位置付けて理解していかなければ、先日のよう
な悲惨な事件が、これからも起こり続ける可能性が高いということです。
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〈韓国と台湾における国際結婚事情〉
　ところで、日本、韓国、台湾の３カ国では、結婚総数に占める国際結婚
の割合が１番多いのはどこだと思いますか。台湾がいま１番です。その前
に、韓国の事情をちょっと見てみましょう。
　韓国も90年代前半あたりまでは、国際結婚といえば韓国人女性と主に米
軍との婚姻でした。95年以降韓国人男性の国際結婚の方が伸びています。
その配偶者の内訳を見ると、中国籍女性ですね。この緑の部分と赤い部分
は全部中国籍です。なぜ緑と赤に分けたかと申しますと、韓国には朝鮮系
中国人が多いからです。これは、日本の植民地支配を理解していただかな
いと困るんですが、日本はかつて中国の東北部に満州国という傀儡国を建
設していました。
　その当時、多くの労働者が朝鮮の向こうから満州国の方へ連れて行かれ
ました。あるいは自主的に行った人もいますが、その名残が中国の東北部
にあって、特に脱北者をかくまう家族に朝鮮族が多いと言われています。
朝鮮族の人たちは言葉ができるわけです。韓国がやはり農村花嫁不足とい
うことで、朝鮮族に目を付けて、政府主導で農村花嫁対策をやります。こ
の朝鮮族の人たちが農村花嫁として最初どっと入ってきて、先ほどのグラ
フがちょっと上がっていきました。朝鮮系中国人女性はハングルが分かる
ので、新たなチャンスを求めて逃げる。言葉ができるから農村から脱出し
て、生き延びられるわけです。どこへ逃げたらいいか、どちらがソウルか
彼女たちには分かります。先ほどの『人身売買報告書』が取りあげていた
看板に「ベトナム人は逃げません」と書かれていたのはハングルの読めな
いベトナム人女性は、逃げることすらできないという意味なのです。
　次は台湾です。台湾の場合、国際結婚と呼んでいいのかという政治的に
非常に難しい問題があります。つまり、台湾を一国の政府国家として認め
るか認めないかで、国際結婚の範囲は異なってくるわけです。台湾政府の
統計を見ますと、大陸および香港・マカオ地区の配偶者数と、それ以外の
外国籍配偶者数を分けて表示しています。
　やはり、中国大陸からのお嫁さんは非常に多くて、漢民族という意味で
は、漢字が分かるという利点があるわけです。2003年に台湾は、何と国際
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結婚の占める割合は３割という、３人に１人は国際結婚という事態を迎え
ました。韓国や台湾の場合、日本だとプライバシーの保護で「こんなこと
は調査できないよ」という調査をがんがんやっていますが、これらの調査
から明らかなのは、低所得者層、あるいは無職だとか、社会的に相当低い
階層の男性が国際結婚しているというデータがクリアに出てきます。
　台湾は、国際結婚の移動だけではなく、もうすでに家事・看護労働の外
国籍女性化を進めています。1991年に導入が決定され、1992年からスター
トしています。その10年後の2002年には外国人単純労働者30万人のうち、
その３分の１が看護や介護などのヘルパーとメードが占めているという状
態になっています。
　シンガポールや香港では、もっと前からケア・ワーカーの外国人女性化
を進めていますね。日本はEPA（経済協力協定）によって、インドネシ
アなどからつい最近導入しましたが思ったほど人が集まりません。日本と
台湾の違いは、台湾では家事・看護労働の部分で外国籍女性化が進んでい
るにもかかわらず、国際結婚も増えています。日本の場合は、ここも進ん
でいません。それに、国際結婚も３カ国で比較すると、あまり進んでいな
いことが特徴として表れています。

〈第２の人口転換〉
　第２の人口転換という、最後、デザートの方に入ります。ヴァン・デ・
カーは、合計特殊出生率が２をいくらか下回る置換水準に達すると、流
出超過から流入超過への国際人口移動転換（International migration 
turnaround）が引き起こされると言っています。京都大学の石川義孝先
生によると、日本では置換水準を下回る出生率低下が開始する1970年代中
期に十数年遅れて、1990年頃に国際人口移動転換が起きたということを明
らかにしています。
　日本の合計特殊出生率についてはお見せしました。では、その観点で、
アジアの国々の出生率をご覧いただきたいと思います（巻末 表１参照）。
日本がトップを切って、1975年に２を切っています。ちょうど日本の国際
結婚が増えた1985年に韓国では1.7、台湾では1.88です。５年おきに統計を
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とっていて、たまたま1985年にきれいな数字が並んでいますが、香港もこ
の時期に切っています。
　シンガポールは、もうちょっと早くて1980年代には切っています。香港
とシンガポールは都市国家であって、面積が非常に小さい国ですね（香港
は中国に返還されましたが）。政府主導で政策が非常に強く押し進められ
る傾向があって、シンガポールは、家事労働力、看護等の外国籍女性化に
いちはやく取り組みました。
　台湾と韓国が２を切ったのが1985年ぐらいで、大体その10年ぐらい遅れ
た1990年代後半から「韓国の国際結婚」のグラフがどんどん上がっていま
した。日本も1975年から10年後といえば1985年であり、この頃から国際結
婚が急増した時期と重なります。出生率が２を切って、だいたい10年ぐら
いたつと、どっと国際結婚の値が増えていったということも、第２の人口
転換というものに表れていると思います。

３　アジアの中の日本
　　―第2の人口転換とグローバル・ハイパガミー

３．１　台湾＞韓国＞日本　
　アジアの中の日本を見ます。もしアジア諸国の女性が経済的要因によっ
て移動するのであれば、経済発展からすれば１番経済力がある日本人男性
が、アジア人女性との国際結婚の件数も１番多いと思いきや、実は台湾の
男性の方が国際結婚をしています。ちなみに、台湾の国際結婚の率のうち
９割方が台湾人男性と外国人女性ですので、国際結婚と言えば台湾人男性
と外国人女性というかたちになっています。次が韓国、日本。
　日本の内訳はどうかと言いますと、2005年の古い統計で申し訳ないです
が、日本人同士の婚姻が90％、日本人男性の国際結婚は５％で、日本人女
性の国際結婚はわずか１％。残りの４％を、実は夫も妻も外国籍であると
いう婚姻が占めています。
　特に注目されるのは、日本、韓国、台湾では共通して国際結婚が増加の
傾向にあって、その中でも外国籍女性は中国籍女性が多く占めているとい
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うことです。
　先ほど、韓国の方でご覧いただきましたように、韓国の国際結婚の場合
は、中国籍といえども朝鮮族、つまり同一エスニシティによって行われて
いるのです。台湾の場合も、もともと大陸出身の人もたくさんいますので、
大陸からの花嫁は、「中国人」という意味ではエスニシティを共有してい
ます。
　ところが、日本だけはそれとまったく関係ありません。強いて関係ある
ところを言えば、ブラジル日系の人たちはルーツをたどれば日本に行き着
きます。ブラジルの人たちと日本人との国際結婚も増加中ですが、1990年
の入管法改正により、家族で、すなわち同一エスニシティで大量にやって
来た。このような場合は、同じエスニシティ内で、結婚する確率が高ま
り、国際結婚件数を押し上げるまでに至っていないというのが日本の現状
です。

３．２　越境とジェンダー
　越境とジェンダーの研究においては、女性はよりよい人生、ベター・ラ
イフを目指して動くんだという主体性が強調されます。一連の流れとして、
移民の女性化、労働の女性化、さらには国際結婚女性の主婦化が進んでい
ます。これもほとんど言われないことですが、外国人女性が外国という社
会の中で、例えば日本人女性と競合したときに、正規の職につける確率が
低くなります。もちろん、最近、留学生も非常に増えていて、ぼけっとし
ている日本人女性よりも外国の留学生を採った方が得だと思っている会社
も中には増えてきていますので、一概には言えませんが。
　国際結婚についての、先ほどの石川さんが国勢調査でなされた統計によ
ると、外国籍配偶者の中の無職である割合、あるいは３世代同居で「嫁」
である割合が非常に高い値を示しています。逆に言うと専業主婦をするな
ら国際結婚というかたちになります。
　ところが、労働のフレキシビリティーという部分で、パート就労になる
と、国籍は関係ないんですね。時間給ですから、ある一定の仕事をクリア
さえすれば、外国籍だからと言って賃金が低くなるということはありませ
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ん。この話をすると、「ええっ、外国人なんだから賃金は低いでしょう」
と平気で言う人がいるのですが、そんなところで差別化する必要ないです
よね。きちんと仕事をすれば、外国籍であろうと日本籍であろうと、コン
ビニのバイトはコンビニのバイトですし、お弁当を詰める仕事もきちんと
お弁当を詰めれば、それは同じ程度の賃金が支払われる。
　再生産労働の国際分業についてお話しします。再生産労働とは、婚姻を
している妻がやれば「ただ（無償）」である仕事です。生産労働、つまり
賃金を得る仕事に向かうために、一方で、家の中で家を清潔に保ったり、
食事を用意したり、あるいは体の不自由な人がいたらケアするような再生
産労働は、お母さんがやってしまうと、アンペイド（無償）労働になりが
ちです。しかし、その仕事を外部化すると賃金が発生します。それをさら
に外国籍化していくという方向性は台湾にも見られましたし、シンガポー
ル・香港にも顕著に見られます。
　このように外国籍化、すなわち国際的に分業されているという意味で、
再生産労働の国際分業という言葉があります。フィリピン出身のラセル・
パレーニャスや、アルゼンチン出身のサスキア・サッセンというアメリカ
で活躍している学者も言っています。
　パレーニャスは、タイトルを日本語に直すと『グローバリゼーションの
使用人』という著書のなかで、国際生産労働の国際分業の一環としてフィ
リピン人女性が世界各国に家事労働、看護ヘルパーとして行っている様子
を研究しました。その中に「矛盾した階級移動」という概念を出してい
ます。フィリピン国内において彼女たちは、中間に位置し（being in the 
middle）、それなりの学歴を持って、それなりの手に職を持っている。と
ころが、移動した先では非常に低い階級に押し込められる過程を、矛盾し
た階級移動とパレーニャスは言っています。国際結婚をしている女性と言
うと、日本人女子学生はすぐ貧しいアジアから来た貧しい女性だと勝手に
イメージしますが、ハイパガミー・ボックスを考えていただければ、決し
て底辺層出身者ではないということが分かると思います。ある程度資産と
学歴を持った、中間層よりちょっと上ぐらいが移動しやすい。彼女たちは、
よりよい生活を求めて越境して来るわけですが、本当に越境先がベター・
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ソサエティーであるかというと、日本を含め、「ううん」というところが
大きいですね。
　特に、2030年になると、中国でさえ人口減少局面を迎えます。一人っ子
政策に1970年代後半から着手していますので、10億人以上を抱える中国も
人口減少を迎えることになります。中国は非常に大きなインパクトがあり
ますが、日本も韓国もすでに置換水準を下回って久しいわけですから、ア
ジア全体としては老いる傾向にあることは変わりないです。
　国際結婚の急増は、再生産労働の部分を無償でしてくれる外国人花嫁の
増加を意味します。ケア労働に従事する移民女性の急増とは、無償ではな
く有償で再生産労働に従事する女性の増加を意味します。
　日本は研修というかたちでケア労働の賃金をさらに低く抑え、国家試験
を日本語で課し、何年以内に国家試験に受からなければ帰ってもらうとい
う劣悪な条件のもと再生産労働の「輸入」を始めました。絶対定着はしな
いだろう、「人間を何だと思っているんだ」という政策を続けている限り
において、しっぺ返しを食らうのは私たちだということです。
　明日、選挙があります。ぜひ、日々の選択という意味では、しっかりそ
の辺を見据えた上で、投票の党なり人を選んで下さい。
　特に、今回は学生さんが多いのかなと思ったら、意外に半々だったので、
ちょっとぴんと来ないかもしれませんが、就活も婚活もグローバル、同時
多発的に主体的選択を問われている時代になりました。つまり、いままで
だったら、ある程度のレールに乗っていけば、大体人生というものが予測
できたんですが、いま、それが全然できません。本当に意識的に選択せざ
るを得ない。
　うちはすごく珍しい女子大で、留学生がほとんどいないんですよ。たま
に民族学校から来た、朝鮮・韓国籍の人は時々いますが、留学生も男子も
いない、世の中から隔離されていますから、女子学生は日本人だけで就活
が行われていると思いがちです。必ず強調するんですが、「あなたがたの
敵は日本人だけではないからね」と。この感覚がどうしてもないのです。「敵
は日本人だけではないのは、婚活だって同じだよ。見たでしょう。日本人
男性はどんどん、外国籍女性に取られていっているんだからね」というこ
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となんですが。
　日々の選択ということ、主体性というものが、女性だけでなく男性も問
われているし、実は日本の傾向としては、この主体的選択を回避するため
に未婚率というものが増加しているのではないでしょうか。責任ある選択
というものは、責任ある市民の選択でもありますし、政党の選択でもあり
ますし、制度の選択でもあるというところが、何かつながっていない感じ
がするのが、私が抱えている不安です。
　国際結婚というと、何か他人事のように思うかもしれないけれども、実
はわれわれも日々の選択という部分に非常に深くかかわっているのです。
あなたがたも会社に入った途端、今後どこに越境するか分からないという
状態ですし、あなたの上司が必ずしも日本人ではない時代にきているわけ
です。やはり優秀な人、強力な人が上に行けば、上司が日本人である確率
はどんどん減っていくのではないかと思います。
　国際結婚の越境とジェンダーというかたちで見た場合に、実は農村花嫁
に代表されるように、実は新たな家父長制家族の再生産だったりします。
それは３世代同居に占められる「嫁」の立場というところで、非常に分か
りやすいかもしれませんが、いわゆる都市近郊の国際結婚を見ても、「家
族の戦後体制」（パレーニャスは家父長制核家族と言っています）の再生
産だったりします。それは、お話ししたように、外国人女性が婚姻・出産
後、正規の労働市場で働こうとすると、かなりのハンディを抱えるという
意味では、実はあまり日本人女性と変わらないというところが見えてきま
す。出産後、正規労働から撤退し、パート就労へ切り替える女性が多い日
本では、外国人女性も日本人女性も同じなのです。
　そして、特に、私のところの大学は良妻賢母を再生産する大学として非
常に有名だった京都女子大ですので、この良妻賢母の再生産装置としての
女子大の役割をまさに問われているわけですね。ところが、その良妻賢母
を担ってきた日本人女性が母親になりたくない。逆に、外国人女性が母親
である確率が増えていくということは、この良妻賢母は国民を育てるため
に必要だったわけですよね。そうしたら、外国人の母親に課された「国民
の再生産」といったら、どういうことなんだろう。
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　グローバル社会というコンテクストの中で、日本がどのような位置を
キープしていくかは、次の世代を荷う、再生産された子どもたちがどのよ
うな社会で育ち、どのように社会化していくかによります。キング牧師の

“I have a dream.”ではないのですが、CCKの子どもたちが日本人の子と
同じテーブルにつき、職業に就き、同じように切磋琢磨していく社会、し
かも、それがお互いにとってよりよい社会である方が、いいに違いありま
せん。よりよくするための日々の選択に主体的にかかわることが大切なの
ではないでしょうか。
　ということで、今日のお話は終わらせていただきます。ご清聴ありがと
うございました。
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図１　日本における国際結婚の推移　1965 − 2008

資料：厚生労働省『人口動態統計』

図２　海外における日本人の婚姻件数

資料：厚生労働省『人口動態統計』（保管表より作成）
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図３　日本における夫婦の国籍別にみた年次別婚姻件数の推移
　　　（日本人どうしを除く）1980 − 2008

資料：国立社会保障・人口問題研究所編集『人口の動向　日本と世界』

図４　父母の国籍別出生数（日本人どうしを除く）1987 − 2008

資料：国立社会保障・人口問題研究所編集『人口の動向　日本と世界』
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　 1970 1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005

日 本 2.13 1.91 1.75 1.76 1.54 1.42 1.36 1.26

韓 国 4.5 3.3 2.7 1.7 1.59 1.65 1.47 1.08

香 港 3.29 2.67 2.05 1.49 1.27 1.3 1.02 0.96

タ イ 5.02 4.4 2.9 2.17 1.85 1.78 1.9 1.9

シンガポール 3.07 2.07 1.82 1.61 1.83 1.71 1.6 1.25

台 湾 4 2.83 2.52 1.88 1.81 1.78 1.68 1.12

図５　日本における合計特殊出生率と出生数の推移

表１　アジアの主な国・地域における合計特殊出生率（ＴＦＲ）の動き

厚生労働省『人口動態統計』

出典：『平成17年版　少子化社会白書』『平成19年版　少子化社会白書』


